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（法第２８条第１項） 

 

 平成２９年度の事業報告書 

 

特定非営利活動法人アルファバドミントンネットワーク 

 

１ 事業の成果 

（１）各事業を通じ、私たちの趣旨と目的を周知し､会員数を増やすことができた。 

（２）事業の概要 

1）イベント事業の開催 

①ハイブリッドスターライスプロジェクト 

【田植え編】 

○播種 ４／１６ 9：00～ 

 星野肥料 参加者：スタッフ 3 名、高校生 6 名 

○田植え  ５／７ 

埼玉県松伏町金杉 

参加者：100 名 

播種から体験した。爽やかな薫風の中、10 アールの田んぼに手植えし、自然体験活動

を楽しんだ。陸上部長距離走部より 22 名、バドミントン部中学生、高校生 50 名の他、

NPO関係者、保護者、卒業生などが参加した。すいとん 100 食を提供した。 

 

【稲刈り編】 

９／１１ 13：00~ 

参加者：65 名 

午前中は前日まで行われていた高校文化祭の片付けが行われていたため、午後からの

開始となった。コンバインで刈り取ったため、参加者の多くはしめ縄作り用に保管する

藁のとりまとめや運搬、カレーライス作りに従事した。カレー100 食を提供した。翌日

には収穫した米は乾燥され玄米となった。収穫された米 457 ㎏は参加者で均等に分配し

た。播種から始まった今回の米作り体験は野外炊事も含め参加者から評判が高く，次年

度開催を期待する声が高い。 

 

②放課後アソビ場ドミントン２０１７春  －子ども夢基金助成活動－ 

  ５／１７(水)、２４（水） 16：00～18：00 

関宿総合公園体育館 

参加者：延べ８８名(小学生５８名、高校生３０名) 

スタッフ：延べ８名 

市内小学生の参加者を体育館掲示、フェイスブックを通じて公募した。アルファクラ

ブ参加の小学生が多く占めたが、アルファクラブ生以外からも延べ 10 名程度の参加があ

った。アルファクラブ生以外の参加者からは、同様の活動に継続参加希望の声が上がっ

たが、アルファクラブは定員に達していることから秋の放課後アソビ場ドミントン、ソ
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イタウンバドミントンキャンプを紹介し参加を勧めた。 

 

③放課後アソビ場ドミントン２０１７秋  －子ども夢基金助成活動－ 

  １０／１８、１０／２５ 16：00～18：00 

関宿総合公園体育館 

参加者：延べ９４名(小学生６５名、高校生２９名) 

スタッフ：延べ８名 

 春の活動同様、市内体育館掲示の他フェイスブックで参加者を募集したところ、アル

ファクラブ生を含めた前回参加者の他、新規参加者が加わり春以上に賑わいのある活動

となった。この活動は設立当初より継続的に行っていることから、高校生だけでなく参

加する小学生も異年齢活動の対応に慣れ、開始直後から大きな歓声が上がるほど盛り上

がる活動となっている。また小学生にとって人気が高く、参加者は年４回の開催を心待

ちにしている。 

 

④第３回千葉県最北端αゾーンサイクリング－子ども夢基金助成活動－ 

１１／２３ 

雨天により中止 

今年度はコースを新しくするためにスタッフが下見を行い準備したが、当日雨天によ

り中止となった。 

サイクリング終了後しめ縄作りリーダー研修を予定していた。サイクリングコースが

昨年よりハードであったことや、しめ縄作り開催準備に手間取ったことから、結果とし

てはサイクリングが中止となったことはしめ縄作りイベントにとっては好都合であった。 

 

⑤ハイブリッドスターライスプロジェクト収穫祭  －子ども夢基金助成活動－ 

【しめ縄作り リーダー研修】 

１１／２３（木）15：00～18：00 

参加者，スタッフ：10 名 

講師：NPO 法人野田レクリエーション協会より染谷氏，渡邊氏 

12／16 本番でのグループリーダーを務めるための事前研修を行った。星野さん宅倉庫

より研修分の藁を運び込んだ。外の水道で藁を鞣した後、室内に移動し編み込み方法を

学んだ。 

【しめ縄作り本番】 

１２／１６（土） 14：00～17：00 

西武台千葉高校第二体育館 

参加者：75 名 

スタッフ：15 名 

講師：NPO 法人野田レクリエーション協会より染谷氏，渡邊氏 

星野さん倉庫保管の藁を全て体育館に運び込むため、12：00 より運搬作業を開始した。

10 アールの田で収穫した稲の藁全てを保管していたため，2 トントラック 2 台分相当量

となり、運搬に難儀した。参加者を大人、子ども混在の 10 グループに分け、11／16 に
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事前レッスンを受けた高校生がグループリーダーを務め、一人 2 本しめ縄を作った。講

師からしめ縄の意義、飾り方説明を受けた。4 月の播種に始まり，田植え、稲刈りと続

いた 1 年間のプロジェクトの締めにふさわしい活動となった。 

 

⑥第１回ソイタウンバドミントンキャンプ－街場のバドミントン－ 

１２／９(土)  

関宿総合公園体育館 

参加者：延べ 169 名 

スタッフ：４１名（大人１６名、高校生２５名） 

今年度初の企画である。日頃お世話になっている地域の方やバドミントン愛好家に、

バドミントンを学び楽しむ機会を提供するイベントである。小学生、中学生、高校生、

一般、レディース、シニア各世代別レベル別の練習会および指導者講習会、講演会から

なり、大人から子どもまでが、一同で活動できるキャンプとした。 

終了直後には次年度の開催、回数の増加を期待する声が上がっており、参加者の満足

度が高かったことが窺える。野田市の公立小中学校が土曜授業の日であったことから、

ジュニアの参加者に制限があったのが残念である。 

 

⑤第６回アルファカップ 

３／１０(土) 

西武台千葉高校第 1 体育館 

参加者：８６名（関東地区中学生、高校生） 

スタッフ：２名 

今年度は運営方式を変え，全て個人戦で行った。昼食休憩を設け８面展開で実質６

時間、一人あたり８試合程度行う充実した練習会となった。 

 

２）競技力向上事業 

①アルファクラブ 2017 

水曜 16 時～18 時 35 回開催 

関宿総合公園体育館 

参加者数：延べ 1133 名 

スタッフ：2～5 名／回 

4 月から 3 月まで、長期休みを除く毎週水曜計 35 回開催し、小学生、高校生延べ

1133 名が参加した。前年終了時点で定員 25 名に達していたことから 4 月に新規募集

は行わなかったが、参加者の兄弟姉妹、放課後アソビ場ドミントンやサタデークラブ

参加者から入会希望が相次いだ。継続参加している高学年生の競技レベルが上がり高

学年は子ども同士での活動が可能と判断したことから、後半に定員を 30 名程度に増や

し入会待機者を受け入れた。 

この活動はバドミントン競技に触れるだけでなく、子ども達の「読む、書く、聞く」

活動を取り入れている。また子ども達が異年齢による集団活動を体験する場となって

いる。放課後の子ども達の居場所作りに貢献している。 
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 ②第４回アルファキャンプ 

７／１７(土) 

西武台千葉高校第 2 体育館他 

参加者数：45 名(西武台千葉高校バドミントン部、慶應義塾大学男子バドミントン部) 

講師：高瀬秀雄 

スタッフ：２名 

今年のテーマは、日頃の練習において『何を練習するか』から、『どのように練習する

か』にこだわる練習姿勢を身につけることとした。同じ練習でもその目的、意識、心構

えで質や成果が大きく変わる。高校生、大学生、男女関係なく学べる良い練習会となっ

た。次年度からはソイタウンバドミントンキャンプで代替する。 

 

３）教育研修事業 

①アルファスクール 

７／１ 西武台千葉高等学校教室他 

スタッフ：3 名 

参加者：高校生 30 名 

講師に我孫子市民体育館の打林陽一先生を招き『4 スタンス理論とバドミントン』

というテーマで講習が行われた。まず選手全員の 4 スタンスを個別にチェックし、そ

の後 4 つのタイプ別動きの特性をバドミントンの動きと重ね合わせながら講義を受け

た。自己の特性に合った動きを理論的に理解する良い機会となった。次年度からはソ

イタウンバドミントンキャンプで代替する。 

 

②第５回アルファアカデミー 

２／３（土） 

16：00～17：00 

西武台千葉高校進路指導室 

スタッフ：2 名 

参加者：50 名（中学生～一般） 

講師：石毛宣光氏 

テーマ：「十代の自分革命」－できっこない！をやらなくちゃ！ 

 25 歳の青年講師を迎え、「偏差値 40 あげて慶應義塾大学に合格した」という『ビリギ

ャル』を思わせるキャッチに、半信半疑ながら興味を抱いた多くの中高生が集まった。

当初参加者の多くはキャッチに懐疑的であったものの、講師の話が実話であること，本

人から直接話を聞く貴重な体験であることに気付くにつれ、会場は熱気に包まれていっ

た。後日参加者の感想文をまとめた。 

 

４）交流事業 

①モルディブ共和国バドミントン協会ジュニア選手育成支援事業 

３／１８～４／５ 
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白井理事が主体的に行っている支援活動の 3 年目である。今年度はムーサ氏と男子ジ

ュニア選手 2 名が来日し、西武台千葉高校を中心とした関東地方でトレーニングを行

った。来日した初日は野田のカレー屋で歓迎会を行った。期間中のステイは白井理事

宅であった。 

 

５）普及啓発事業 

①ニューズレター発行 

６月、１０月、３月の他号外として１１月に３０周年記念誌号を発行した。 

  ６月号に決算報告書を同封した。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

（１）特定非営利活動に係る事業 

 

事業名 

 

事 業 内 容 

実施日 実施 予

定場所 

従 事者

の人数 

受益対象者

の範囲及び

人数 

事業費の

金額（千

円） 

(1)イベントの開

催事業 

 

 

 

① ハイブリッドス

ターライスプロ

ジェクト 

【播種】 

【田植え編】 

【稲刈り編】 

 

4/16 

（播種） 

5/7 

（田植） 

9/11 

（稲刈） 

 

埼玉 県

松伏町、 

多数 小学生～ 

一般 

延べ 174 人 

118.5 

 ② 放課後アソビ場

ドミントン 2017

春 

5/17.24 

 

 

市内 の

体育館 

延べ 8

人 

小学生、高

校生 

延べ 88 人 

93.1 

③ 放課後アソビ場

ドミントン 2017

秋 

10/18.25 市内 の

体育館 

延べ 8

人 

小学生、高

校生延べ 94

人 

90.0 

④ 第３回千葉県最

北端αゾーンサ

イクリング 

下見準備

するも当

日雨天に

より中止 

 3 人 0 人 0.9 

 

⑤ ハイブリッドス

ターライスプロ

ジェクト 

【収穫祭－しめ縄作

りリーダー研修】 

【収穫祭－しめ縄作

り本番】 

11/23 

12/16 

 

市内 の

会議室、

体育館 

延べ 25

人 

小学生 ~一

般 75 人 

145.3 



- 6 - 

 

⑥ ソイタウンバド

ミントンキャン

プ 

12/9  市内 の

体育館 

41 人 小学生 ~一

般延べ 169

人 

99.5 

⑦ 第６回アルファ

カップ 

3/10 市内 の

体育館 

2 人 中学～一般 

86 人 

0 

 

(2)競技力向上事

業 

①アルファクラブ

2017 

 

毎週水曜

日 

35 回 

市内 の

体育館 

5 人 小学生～高

校 生 延 べ

1133 人 

152.5 

②アルファキャンプ 7/17 市内 の

体育館 

2 人 45 人 0 

(3)教育研修事業 ①第 4 回アルファス

クール 

7/1 市内 の

体育館 

3 人 高校生30人 0 

②第 5 回アルファア

カデミー 

2/3 市内 の

会議室 

2 人 中学生～一

般 

50 人 

39.5 

(4)交流事業 

 

 

 

 

① モルディブジュ

ニア選手育成支

援事業 

3/18~4/5 市内 4 人 不特定多数 0 

(5)調査研究事業 

 

勉強会の開催 通年 法人 事

務所 

6 人 不特定多数 0 

(6)普及啓発事業 ①ニューズレター等

を発行し､活動内容

を紹介する。 

6.10.11.3

月 

法人 事

務所 

2 人 不特定多数 49.6 

 ② ホームページ運

営 

随時 法人 事

務所 

3 人 不特定多数 26.6 

 

 


